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昭
和
鵠
年
度
平
城
宮
発
掘
調
在
概
報

昭

和

3８

年
度
平
城
宮
発
掘
調
査
概

昭
和
銘
年
度
に
お
こ
な
っ
た
特
別
史
跡
『
平
城
宮
跡
」
の
発
掘
調
査
は
、
第
哩

・
焔
・
皿
・
妬
・
胴
次
の
５
Ｍ
に
わ
た
り
、
発
掘
総
面
硫
は
巴
］
ア
ー
ル
に
お
よ

ん
だ
。
第
廻
次
調
盃
は
、
７
Ⅱ
９
Ⅱ
か
ら
９
〃
恥
Ｈ
ま
で
、
発
掘
調
在
撫
務
所
の

西
南
方
、
第
二
次
内
災
中
心
部
Ｓ
ジ
ン
Ｃ
Ｉ
Ｏ
・
ロ
地
隠
）
に
あ
た
る
別
ア
ー
ル

を
発
掘
し
た
。
節
喝
次
調
介
は
、
８
川
２
側
か
ら
加
川
９
冊
ま
で
、
辿
称
一
条
通

北
側
佐
紀
町
南
部
Ｓ
Ｐ
Ｐ
○
１
句
・
国
・
胃
・
［
〈
・
く
地
区
、
⑦
シ
シ
○
Ｉ
Ｃ
・
ワ
地

慨
お
よ
び
⑦
シ
シ
ｍ
ｌ
ｐ
地
区
）
の
釦
ア
ー
ル
を
発
掘
し
た
。
鋪
Ｍ
次
洲
盗
は
、
脚

城
南
四
隅
Ｓ
シ
ロ
国
１
句
・
胃
・
」
・
属
・
伊
地
区
）
弱
ア
ー
ル
を
廻
月
７
冊
か
ら

３
月
剖
日
ま
で
、
第
逓
次
洲
在
は
、
四
面
開
門
の
周
辺
ｇ
ど
）
局
Ｉ
、
宇
罰
．
ご

地
Ⅸ
）
妬
ア
ー
ル
を
２
〃
虹
Ⅱ
か
ら
３
月
釦
Ｈ
ま
で
発
掘
閥
在
し
た
。
以
下
、
調

査
結
果
の
概
要
を
報
告
す
る
。

第
枢
次
調
査

調
在
地
域
は
、
こ
れ
ま
で
３
Ｍ
に
わ
た
り
調
在
し
た
第
二
次
内
一
尖
内
郭
の
中
央

南
部
を
占
め
て
い
る
。
お
も
な
遺
職
は
第
２
次
内
袈
の
建
物
と
廊
で
あ
る
。
伽
京

柱
同
廊
の
○
国
営
は
、
、
間
分
が
検
出
さ
れ
、
既
調
査
部
分
と
合
わ
せ
て
、
内
側

塑
間
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
仙
廊
の
約
瞬
蔚
南
に
は
南
面
築
地
阿
廊
の
北

雨
落
溝
が
東
西
に
通
っ
て
い
る
。
廊
の
東
西
に
は
柱
心
か
ら
約
画
』
ｍ
に
幅
約
如

叩
の
素
掘
の
雨
落
赫
が
あ
る
。
こ
の
廊
の
西
切
．
。
ｍ
で
、
９
間
２
間
（
柱
間
画
・
謡
、

報

歴
史
研
究
室

建
造
物
研
究
室
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言導思
５０

閤
門
の
位
侭
で
も
張
出
し
は
な
く
、
閤
門
の
幅
は
築
地
同
廊
の
鵬
と
一
致
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
次
内
裏
に
属
す
る
建
物
を
平
安
宮
内
裏
と
比
較
す
る
と
、
の
国
産
。
・
３
つ

は
宜
陽
殿
、
春
興
殿
に
あ
た
る
も
の
だ
が
、
桁
行
が
宜
陽
殿
９
間
、
春
興
殿
が
７

間
で
あ
る
の
に
対
し
、
の
国
産
。
が
５
間
、
の
国
急
。
が
９
間
と
な
っ
て
い
る
。
第
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廊

１００．ｍ

２
次
内
裏
以
外
の
遺
構
と
し
て
柵
が
２
列
あ
る
。

第
佃
次
調
査

第
超
次
調
査
は
、
東
地
区
ｇ
シ
シ
国
Ｉ
ロ
区
、
⑦
シ
Ｐ
ｏ
ｌ
ｏ
・
ロ
区
）
と
西
地

区
ｇ
シ
シ
○
１
句
・
西
・
胃
・
穴
・
ぐ
区
）
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
。

八
東
地
区
Ｖ

左
な
遺
構
は
、
建
物
ｎ
棟
、
築
地
１
面
、
井
戸
１
個
所
、
溝
２
条
、
土
城
２
個

所
で
あ
る
。
建
物
の
ほ
と
ん
ど
は
掘
立
柱
の
も
の
で
あ
る
が
、
の
国
電
、
の
小
建

物
は
小
礎
石
を
す
え
た
も
の
で
あ
る
。
の
シ
シ
国
１
口
地
区
一
帯
は
地
山
が
東
に

傾
斜
し
て
下
り
、
そ
れ
を
埋
め
て
造
営
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
遺
構
は
配
置
状
況

や
柱
穴
の
重
複
関
係
か
ら
少
く
と
も
次
の
５
期
に
区
分
し
う
る
。

Ａ
期
句
シ
シ
ｍ
ｌ
ｑ
地
区
中
央
北
辺
で
、
東
西
棟
桁
行
７
間
（
柱
間
３
ｍ
）
建

物
の
国
ご
函
の
一
部
を
検
出
し
た
の
み
で
あ
る
。

巳
期
建
物
３
棟
、
築
地
１
而
が
整
然
と
配
腫
さ
れ
て
い
る
。
Ｕ
地
区
の
東
北

部
に
、
南
北
陳
６
間
以
上
×
４
間
（
住
間
各
３
ｍ
）
東
西
両
麻
付
建
物
の
国
劇
・
が

あ
る
。
こ
の
建
物
の
東
側
柱
列
の
南
延
長
線
上
に
東
妻
を
お
い
て
、
東
西
棟
桁

行
７
間
（
柱
問
い
・
厨
）
の
建
物
の
国
司
己
（
梁
間
未
確
認
）
が
あ
る
。
そ
の
約
②
．
⑳
ｍ

西
に
東
西
陳
３
間
×
２
間
（
柱
間
各
画
・
侭
）
の
建
物
の
国
９
ｍ
が
あ
る
。
こ
の
南
側

柱
列
と
の
画
ご
ｏ
の
北
側
柱
列
と
は
同
一
線
上
に
あ
る
。
Ｕ
地
区
東
端
に
は
築
地

の
○
弓
切
が
南
北
に
通
っ
て
お
り
、
築
地
の
東
側
は
一
段
低
く
な
っ
て
い
る
。
築

地
は
整
地
層
を
約
卵
叩
掘
り
さ
げ
、
そ
の
上
に
茄
禍
色
鮎
土
を
砿
象
上
げ
た
韮
礎

地
固
め
を
残
す
の
象
で
、
束
縁
は
水
田
造
成
時
に
破
壊
さ
れ
、
現
存
の
築
地
基
礎

地
固
め
の
雄
大
幅
は
６
ｍ
で
あ
る
。
Ｕ
地
区
西
北
隅
の
土
竣
の
丙
隠
◎
は
こ
の
期

に
屈
し
、
州
土
し
た
木
簡
か
ら
埋
没
時
を
天
平
水
年
に
推
定
で
き
る
。

Ｃ
期
の
汽
笛
。
埋
土
上
に
造
営
さ
れ
た
南
北
陳
６
間
×
３
間
（
柱
間
各
３
８
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昭
和
記
年
度
平
城
宮
発
掘
調
査
概
搬

る
。
そ
の
Ｐ
ｍ
ｍ
北
に
あ
る
東

四
棟
５
間
×
４
間
（
住
間
桁
行

各
い
］
ｍ
、
梁
行
各
］
・
酔
、
）
南
北

脇
付
建
物
の
画
ｇ
忠
も
こ
の
期

の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

ｃ
期
Ｋ
地
怪
の
東
部
に
南

北
陳
、
間
×
２
間
（
柱
間
桁
行
衿

騨
駅
、
、
梁
行
各
３
ｍ
）
の
建
物
の

面
罵
つ
が
あ
る
。

ｄ
期
東
西
棟
５
間
×
２
間

（
住
間
桁
行
い
．
吟
、
、
梁
行
い
・
計
）

建
物
の
国
司
ｇ
は
こ
の
期
に
属

す
る
。

ｅ
期
の
園
ｇ
ｇ
南
半
に
砿

な
る
東
西
陳
６
間
以
上
×
３
州

（
柱
間
桁
行
衿
３
ｍ
、
梁
行
各
騨
ｍ

ｑ
ｍ
）
南
庶
付
建
物
の
国
ざ
扇

が
あ
る
。

ｆ
期
Ｆ
地
腫
の
ほ
ぃ
塁
中
央

で
、
南
北
陳
７
問
×
２
間
（
柱

間
各
画
・
岳
）
建
物
の
鹿
呂
訊
を

検
出
し
た
。
こ
の
連
物
の
北
第

3７
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東
脈
付
建
物
の
園
巴
、
と
、
そ
の
南
加
ｍ
に
西
側
柱
列
を
そ
ろ
え
て
、
南
北
棟
２

間
以
上
×
２
間
（
柱
間
各
３
３
の
建
物
の
顕
、
ｇ
が
あ
る
。
こ
の
建
物
に
は
床
束

柱
穴
が
あ
る
。
６
シ
シ
○
１
口
地
区
の
北
部
に
あ
る
３
間
×
２
間
（
柱
間
各
隠
、
）

の
国
雪
印
も
こ
の
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

Ｄ
期
Ｕ
地
区
の
中
央
部
西
よ
り
に
東
西
陳
５
間
×
３
間
（
住
間
各
心
・
常
）
北

麻
付
建
物
の
国
司
、
が
あ
る
。

Ｅ
期
Ｕ
地
区
の
中
央
北
よ
り
に
東
西
棟
６
間
×
４
間
（
柱
間
各
画
・
烏
）
川
棚

雁
付
建
物
の
国
認
。
が
あ
る
。
井
戸
の
両
国
画
も
こ
の
期
に
随
す
る
。

以
上
の
５
期
の
ほ
か
に
時
期
を
決
し
が
た
い
建
物
が
数
棟
あ
る
。
な
お
、
Ｄ
地

区
の
ほ
堂
全
域
は
市
庭
古
戦
（
の
爵
ｇ
）
の
前
方
部
東
側
の
間
諜
部
分
に
あ
た
り

一
部
に
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
て
玉
打
を
蚊
き
つ
め
た
外
堤
東
岸
を
検
出
し
た
。

八
西
地
区
Ｖ

今
川
新
た
に
検
出
し
た
主
な
遺
櫛
は
、
建
物
、
陳
、
冊
１
列
、
井
戸
１
個
所
な

ど
で
、
第
２
次
内
一
災
北
面
築
地
阿
廊
の
ｏ
ｏ
ｇ
、
そ
の
北
の
築
地
の
○
浅
の
な
ど
の

東
延
長
部
も
前
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
検
出
し
た
。
こ
の
地
区
の
南
雅
は
市
庭
古
城

前
方
部
前
面
の
問
濠
に
あ
た
り
、
平
城
宮
造
営
時
に
埋
没
し
、
そ
の
上
に
建
物
を

造
営
し
て
い
る
。
新
た
に
検
州
さ
れ
た
建
物
は
す
べ
て
掘
並
柱
の
も
の
で
、
配
侭

状
況
や
柱
穴
の
喧
複
関
係
か
ら
次
の
６
期
廷
区
分
し
う
る
。

ａ
期
Ｆ
地
区
と
Ｋ
地
区
に
ま
た
が
っ
た
南
北
陳
５
間
×
２
間
（
柱
間
各
画
・
扇
）

の
建
物
の
国
呂
ｇ
が
あ
る
。
他
に
遺
櫛
は
な
い
。

ｂ
期
Ｋ
地
区
の
中
央
部
に
あ
る
東
西
陳
５
間
以
上
×
５
間
（
柱
間
各
３
ｍ
）
の

建
物
の
Ｂ
弓
ｇ
は
身
舎
の
梁
行
が
３
間
の
も
の
で
、
西
端
は
未
調
在
だ
が
お
そ
ら

く
四
面
廟
に
な
る
も
の
と
象
ら
れ
、
の
少
シ
○
区
で
妓
大
の
規
模
の
も
の
で
あ
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６
柱
列
の
中
央
よ
り
に
小
柱
穴
が
あ
り
、
間
仕
切
り
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
間
仕
切
り
ま
で
の
５
間
の
部
分
に
は
、
西
に
３
ｍ
離
れ
て
小
柱
穴
が
並

び
、
西
噸
、
目
隠
な
ど
の
仔
在
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
の
園
己
認
の
北
２
ｍ
に
東

西
棟
４
間
以
上
×
３
間
（
柱
間
各
四
・
忠
、
）
南
卿
付
建
物
の
園
旨
欝
が
あ
る
。
桁
行

梁
行
と
も
に
２
間
の
建
物
の
罰
麗
。
と
南
北
柵
の
缶
謂
ｏ
も
こ
の
期
の
も
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
期
の
遮
櫛
は
方
位
が
北
で
西
に
ふ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

第
蝿
次
調
査
地
域
は
い
ず
れ
も
第
２
次
内
袈
内
郭
の
北
に
位
置
し
、
第
加
．
ｎ

次
調
在
地
域
と
と
も
に
内
裏
に
付
属
す
る
部
分
で
お
そ
ら
く
平
安
宮
の
華
芳
坊
・

桂
芳
坊
の
前
身
的
な
地
区
と
推
定
さ
れ
る
。
東
端
で
検
川
さ
れ
た
築
地
の
ｏ
ｇ
ｍ

は
現
地
形
か
ら
ゑ
て
、
第
２
次
内
裏
外
郭
の
束
而
築
地
と
染
ら
れ
る
。

発
見
さ
れ
た
遺
物
で
肢
も
蓄
し
い
も
の
は
、
東
地
底
の
の
属
留
Ｃ
か
ら
出
土
し

た
年
代
の
推
定
さ
れ
る
一
括
遺
物
で
あ
る
。
こ
の
土
城
は
方
約
４
ｍ
、
深
さ
図
画

ｍ
で
、
底
に
厚
さ
留
叩
の
遺
物
の
堆
硫
が
あ
っ
た
。
こ
の
堆
職
に
は
木
年
報
で
別

に
述
べ
た
扇
＄
点
の
木
簡
と
と
も
に
、
多
趣
の
土
器
類
、
木
器
類
、
繊
維
製
肺
、

逆
鎮
、
自
然
遺
物
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
の
土
縦
は
、
お
そ
ら
く
短
期
間
の
ご
染
捨

て
穴
ら
し
く
、
埋
没
の
年
時
は
木
簡
の
年
号
記
故
か
ら
天
平
四
年
８
月
を
あ
ま
り

へ
だ
た
ら
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。
土
器
類
は
土
師
器
、
須
恵
器
が
主
で
、
三
彩
紬

小
形
薬
壷
蓋
が
一
点
あ
る
。
土
師
器
、
須
恵
器
に
は
墨
諜
の
あ
る
も
の
が
十
数
点

あ
り
、
土
馬
が
一
点
川
土
し
て
い
る
。
木
製
姉
に
は
糸
巻
、
紡
錘
車
、
火
鎖
臼
、

杓
子
、
答
、
曲
物
容
器
、
漆
器
片
や
人
形
、
桧
扇
な
ど
、
繊
維
製
船
に
は
平
絹
断

片
、
麻
細
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
勝
や
篭
の
断
片
、
桧
皮
な
ど
も
検
州
さ
れ
て
い

る
。
脚
然
遺
物
に
は
栗
、
胡
桃
、
桃
、
瓜
な
ど
の
種
子
類
、
木
の
枝
や
菜
が
あ
っ

た
。
同
じ
く
木
簡
の
出
士
を
ふ
た
の
丙
電
ｏ
は
東
西
・
南
北
と
も
に
５
ｍ
ほ
ど
の

鋸
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穿
た
れ
て
い
る
。
中
央
に
は
ｋ
ド
約
加
叩
を
お
い
て
２
個
ず
つ
小
方
孔
が
穿
た
れ

て
お
り
、
保
持
装
臓
を
と
あ
る
孔
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
柵
の
寸
法
・
文
様
・
彩
色

は
、
延
喜
惟
人
司
式
に
記
戦
の
あ
る
喋
人
の
威
儀
用
の
柵
と
合
致
し
て
い
る
。
上

さが水を
扇 保 製 倹 調

品存のｌｌＩ査
、良楯し地

蝋鶴噂驚
c1,,ほ用側西
、堂し板北

厚賦峰製
ご（この各、

:!近でIni側
、くあ二板

昭
和
銘
年
度
平
城
宮
発
掘
調
査
概
報

鋪５１ｌｘ
〃皇

'４１ ル

はず定しノ1にＩﾉLi
I.'』れすて岨半
世もるいは部
の門とたｉ１ｊＩが
秋の東。、{た現
篠北Ｉﾉ[ｉそさ任
川約（まのれの
の１５ほ範て道
氾、暫朋 お路
濫の１４はりド
で東、南、に
破西と北わな
壊柵な約ずり
さのる３２か洲
れ北。ｍに１ｉｆ
て側建で地 ／iく
いに物、ド能
たあは大Ｉこだ
ｏつ２願掘っ
た時がりた

へ。期門 込が
本な｛このん、
村おわに'.’だ閥
豪、た央 雄企
章こるに礎し
、の各と地た
鈴地，り 固束
木厩陳つ め半

のでくが部
充北、と 残で
､-／半い， 仮 存 は

跡
は
肥
個
所
、
他
に
数
条
の
満
や

蝋
＃
・
線
刻
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
縦
に
二
枚
に
割
れ
た
も
の
を
横
伐
を

打
ち
つ
け
て
再
使
用
し
た
ら
し
く
全
幾
面
に
は
桟
を
と
め
る
溝
が
え
ぐ
っ
て
あ
る
。

こ
の
地
域
の
下
牌
に
は
弥
生
式
時
代
の
集
落
跡
が
あ
っ
た
。
検
出
さ
れ
た
住
肘

端
の
小
孔
は
馬
髪
を
細
符
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

乍
整
形
な
も
の
で
深
さ
は
房
四
ｍ
と
浅
く
、
遺
物
保
存
状
況
は
良
く
な
か
っ
た
が
、

上
器
・
瓦
類
の
ほ
か
に
漆
冠
断
片
、
鮒
片
な
ど
を
検
川
し
た
。
こ
の
土
城
付
近
の

整
地
屑
中
か
ら
、
緑
紬
平
泥
片
が
１
枚
分
川
上
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
地
点
か
ら

は
、
多
敵
の
瓦
・
土
器
類
が
川
土
し
て
い
る
が
、
Ｕ
地
区
検
川
の
数
点
の
円
硯
、

烏
形
脱
、
八
化
縁
宝
珠
肌
瓶
や
嶋
沸
上
器
が
注
意
さ
れ
る
。

第
仙
次
・
第
術
次
調
査

第
辿
次
調
在
は
宮
跡
砺
南
隅
の
⑦
少
口
雷
豚
で
行
な
っ
た
。
主
な
遺
櫛
は
寓
城

の
南
を
限
る
大
垣
の
ほ
か
に
掘
立
柱
建
物
５
棟
、
冊
２
列
、
井
戸
２
佃
所
が
あ
る
。

大
垣
は
、
南
縁
が
現
在
の
水
路
で
破
壊
さ
れ
て
不
明
だ
が
、
慨
ｍ
・
詔
以
上
、
深
さ

Ｃ
・
淵
の
堆
礎
地
問
め
を
お
一
」
な
い
、
そ
の
ｋ
に
幅
約
画
・
画
ｍ
の
堆
底
祁
の
築
地
と

北
側
に
約
］
・
鼠
幅
の
犬
走
り
部
を
設
け
て
い
る
。
築
地
は
削
平
さ
れ
て
い
た
。
．
こ

の
築
地
の
小
心
か
ら
届
、
南
に
雌
が
あ
る
が
北
縁
を
洲
在
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

壷
械
を
埋
葬
し
た
土
城
二
個
所
な
ど
が
あ
る
。

と
そ
れ
に
連
な
る
大
垣
お
よ
び
建
物
２
棟
と
柵
１
列
を
発
兇
し
た
ｃ
附
面
南
門
は

る
。
上
端
木
ｕ
部
に
は
、
斜
め
県
坐
而
ま
で
災
通
す
る
小
孔
が
ほ
鷲
３
ｍ
間
隔
に

に
錨
閑
文
、
中
央
に
逆
Ｓ
字
形
の
文
様
を
、
蝶
、
丹
、
白
の
三
色
で
識
い
て
い

鮒
胴
次
調
侭
は
鮒
皿
次
調
在
地
域
北
〃
の
。
シ
ロ
司
豚
で
行
な
い
、
幽
而
南
門

顎

を
立
て
、
内
側
か
ら
枠
で
と
め
た
方
形
の
井
戸

枚
、
上
下
二
段
、
計
焔
枚
か
ら
な
り
、
す
べ
て

つ
た
。
木
製
髄
は
、
下
段
８
枚
に
用
い
た
も
の

、
頂
部
を
山
形
に
作
っ
た
長
方
形
の
材
で
、
災

表
面
中
央
に
鏑
が
あ
る
。
表
面
に
は
、
上
下

災
而
に
文
字
・
絵
価
の




